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- Kofu City Press Release -

麻しん(はしか)患者の発生に伴う注意喚起

令和8年4月9日（木）、県外から甲府市を訪れた方について、中北保健所管内の
医療機関から同保健所へ麻しん患者の発生届がありました。
甲府市保健所での調査の結果、麻しん患者が周囲に感染させる可能性がある期間

（※発症日の1日前から、解熱後3日間を経過するまでの間）に、不特定多数の方が
利用した施設があることが判明しました。
感染拡大防止のために情報提供を行うとともに注意喚起を行います。

１患者情報
県外から甲府市を訪れた３０代 女性
発症日：令和８年４月４日（土）
確定日：令和８年４月９日（木）
主な症状：発熱、発しん、コプリック斑（※口腔内の粘膜に出現する白い斑点）、

腸炎、咳、鼻水
麻しん予防接種歴：なし

◆問い合わせ先◆
保健衛生部 生活衛生室 医務感染症課（055-237-8952）

２周囲に感染させる可能性がある期間に患者が利用した施設

利用日 利用時間 利用施設

４月７日（火） 10：09発～11：15着
ＪＲ八王子駅からＪＲ甲府駅
特急かいじ11号（５号車）

〇 甲府市保健所において疫学調査を実施しています。
〇 上記施設への直接のお問い合わせはご遠慮ください。
〇 麻しんウイルスの空気中での生存期間は、2時間以内と言われていますので、現時点で

 上記施設を利用しても、感染の心配はありません。

〇 麻しん患者と接触（同一空間を共有）した場合は、潜伏期間（発病までの期間）を考慮し、
接触後21日間の健康観察が必要です。

〇 上記日時に当該施設をご利用された方で、発熱・発しんなど、麻しんを疑う症状が現れた場合に
は、必ず事前に医療機関に「麻しんかもしれない」ことをご連絡のうえ、医療機関の指示に従い
受診してください。

〇 過去に麻しんにかかったことがあるか、予防接種歴があるかをご確認ください。
〇 受診の際は、周囲の方に感染させないよう公共交通機関等の利用を避けてください。
〇 心配なことなどがありましたら、最寄の保健所にご連絡ください。

本情報提供は、感染症の拡大防止のために行うものですので、報道関係者各位におかれましては、
感染症法の趣旨に則り、患者やその家族・関係者について本人が特定されることがないよう、また、
施設に対する風評被害がないよう格段のご配慮をお願いします。

３患者と接触した可能性がある方へ（注意喚起）
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